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　イ ン タ ーネ ッ トの WWW （World 　Wide 　Web ，単 に Web と もい う）を 利用 した 教育支援 シ ス テ

ム お よ び Web の 教育 現 場 で の 利 用 に つ い て
， 名古屋文理 大学の情報文化学部 に お い て筆者 らが 行

っ て き た様々 な事例 を紹介す る と と もに，そ れ らの 個別 の 事例 に つ い て Web 利用 の 得失を中心 に

考察す る．

　本稿で は ， まず，授業 で の Web の利用 に つ い て，授業や研究 の 資料公開や 電子掲示 板・
メ
ー

ル フ

ォ
ーム な どの 利用 ， Web べ 一

ス の イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 教材 の 利 用 ，
　Web 上 で ドキ ュ メ ン トの共同制作

を支援す る シ ス テム Wiki を利用 し て学生 と共同作業 をしなが ら卒業研究の指導を し た例な ど を紹

介する．次 に ， 授業以外の 教育活動支援 と して ， 講義 の 出席を管理 す る シ ス テ ム や学内の情報機器

利 用 を 促進 す る た め の Web ペ ージ で の情報提供の 取 り組 み な どを紹介す る．い ずれ の例 も，本学 に

お い て筆者 らまた は学生 た ち が 実践 した もの で，今後 さ らに 発展また は新た な シ ス テ ム の 提案 に つ

な げ て い こ う とす る もの で あ る．こ れ ら の実践 を踏 まえて，Web の さ ら な る普及 や ネ ッ トワ
ー

ク の

高速化，携帯端末 な ど で の イ ン タ
ー

ネ ッ ト利 用 の
一

般化に よ っ て，利用形態や役割 を広 げて い くで

あ ろ う情報 シ ス テ ム の 教育利 用 の 今後 に つ い て も考察 した ．

キーワード ： コ ン ピ ュ
ー

タ支援教膏 （CAI），　Web べ 一
ス 教育 （WBT ），

　 e ラーニ ン グ ， 情報教育

　　　　　　Computer 　Assisted　Instruction，　Web −based　Training，　e −Learning，　Information

　 　 　 　 　 　 education ．

1．は じめ に

　近年 ， イ ン タ ーネ ッ ト上 の WWW （World 　 Wide
Web ，以 下単 に Web と 記す）が 普及 し ，

　 Java言語 の

ア プ レ ッ トや様々 な ス ク リプ ト言語 に よ っ て Web 上

で 動作す る シ ス テ ム を開発 す る こ とが
一
般的に な っ て

き た．現在 ， ま さ に ， 「ネ ッ トワー
クが コ ン ピ ュ

ータ で

あ り， Web が OS で ある」とい う状況 に あ る とい え る．

こ う した 状況 の 中 で ， 従来 CAI （Computer 　Assisted

Ins亡ruction ）
11
な ど と して 様 々 な試み が 行わ れ て き た

教育 シ ス テ ム も，WBI （Web 　Based　Instruction）ま

た は WBT （Web 　Based　Training） と呼 ばれ る Web

上 の シ ス テ ム が一
般的 に な り ， e−Learn｛ng （電子学習）

の 1 つ の形 と して 定着しつ っ あ る．また ， ネ ッ トワー

ク環境下 の 教育 ・学習支援
2）：）

以外 に ，教務や 学生 サ
ー

ビ ス な ど の 場 面 で様々 な 形 の IT が 活用 さ れ て業務効

率や サ ービ ス の 向上 が 図 られ る が，そ の 多 くが Web
べ 一

ス で 行 わ れ よ うに な っ て き て い る．大学教育に お

い て も， フ ァ カ ル テ ィ デ ィ ベ ロ プメ ン トの 取 り組み の

一
環 として ， 授業 ， 教務，そ し て 様 々 な学生 サ ービ ス ，

学内外 者 へ の サ
ービ ス を目的と し た Web べ 一

ス シ ス
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テ ム の 活用 が ， 多 くの大学で 進 め ら れ て い る
4 ）5）．

　名古屋文理大学 で も，1994年 （当時 は 短期大学） よ

り独 自 に イ ン タ
ー

ネ ッ トサーバ ーを運 用 し Web ペ ー

ジ を公開 して きた
e）が ，これ まで 自然発生的 に 作 られ

利用 さ れ て き た Web ペ ージが ，今 回 （2003年10月），

大幅 に 見直さ れ リニ ュ
ー

アル 公開され た （図 1 ）．

図 1　 名古屋文理大学ホ
ーム ペ ージ （2003年 10月）

　　　 （URL 　http：／／www ．nagoya −bunri ．ac ．jp／）

　こ の リニ ュ
ー

アル は ， 単に Web ペ ージ の デザ イ ン

を統
一

す る だ け で な くWeb シ ス テ ム と し て の 利用を

念頭 に お い て ，サ イ トマ ッ プの 整理等を通 して 利用者

の 利便性 と シ ス テ ム 運用 の 効率化を図る 目的を持 つ も

の で あ る
e ’）．Web 上 の シ ス テ ム と して の 利 用 は 今後

本格化し て ゆ く段階 で はあるが ， 本稿で は ，
こ れ まで

筆者 らが 行 っ て き た 教育上 の Web 利用 の 例 を紹介す

る と と もに ， Web ベ
ー

ス シ ス テ ム と し て今後実現 しう

る形態 に つ い て 提案 し， 本学 に お け る 取 り組 み に つ い

て 述 べ る．以 下 に，まず，授業や 教育で の利用例を示

し ， 次 に ， 教務な どの 教育活動支援 として の 利用 に つ

い て 記す．また ， 今後の 展望 に つ い て も述べ る．

2 ．授業 （学習 ・教育）で の Web の 利用

Web 上 の コ ース ウ ェ ア の オーサ リン グ と運用 ， お よ

び そ の 他 の 教育活動を，総合的 に 支援 す る シ ス テ ム と

し て WebCT や Blackboard と 呼ば れ る ソ フ ト ウ ェ

ァが あ る．前者の 日本語版は名古屋大学発の ベ ン チ ャ

ー企業に よ る もの で 日本 の 国公立大学 を中心 に 実績が

あ D普及 しつ つ あ る η 9）．後者は ， 米 国 コ
ー

ネル 大学 が

発祥で
，

す で に 45力 国2900以 上 の 教育機関で 利用 され

て い る
9 ）．こ れ らは ， 大規模 な教育機関で の 運用 に よっ

て コ ン テ ン ツ の 標準化や 開発効率 の 向上 の 面 で 効果 を

上げて い る．しか し，教育科 目ご との個別 ニ ーズ へ の

対応や 斬新 で 実験 的 な シ ス テ ム の 運用 の た め に は，標

準 ツ
ー

ル に 依存 し な い 独 自の Web シ ス テ ム の 開発が

必要で あ る．

　名古屋文理大学で は ， 教育支援 ツール の導入 も検討

す る
一

方 で，現在 まで に，各教員が独 自に 様 々 な形 で

Web を教育 に 活用 し て い る状 況 に あ る．

　以 下に ， 本学 に お い て 実際に授業や学習支援 の た め

に Web を利用 した 試み の例 を個 々 に 紹介 す る．

（1＞ 資料 の 公開

　教員の 個人ペ ージ の 他に ， 研究室 （情報文化学部 の

「専門演習」
・「卒業研究」）の ペ ージや各授業（各科 目）

の Web ペ ージ を公開 し ， 必要に応 じて ， 授業内容 ， 授

業 で 利 用 した PowerPoint の 資料，宿題等の情報を公

開し て い る．印刷物等で配布す る資料 に 比 べ て 保存性

が高 く繰 り返 し利 用 で きるばか りで な く ， 広 く学内外

に資料を公開で きる と い う利点が あ る．

　例 え ば，筆者の
一

人 は2002年度 ， 名古屋文理大学初

の 卒業生 の 「卒業研究報告」（研究 テーマ ご とに 3 〜 6

ペ ージ程度の 論文形式 に ま と め た レ ポー F） を， 研究

室独自に 冊子 に し 100部製本 し主 に 学内に 配布 した が，

同時 に こ の データ を PDF フ ァ イ ル で 研究室 の Web

ペ ージ に も公開 （図 2 ）し た と こ ろ，学外者か ら も内

容 に 関す る問い 合わ せ の メ ール が ある な どの反響を得

た．

　 こ の よ うに ， 授業や研 究 の 資料 を Web 上 に 公 開す

れ ば ， 学外 か ら も閲覧が可能 に な る．また，Web を使

えば ， 印刷物で は表現で き な か っ た 動 画像作品 の 公開

　図 2　 PDF フ ァ イル に よる文書データの 公開

　　　　「はせがわ研究室 卒業研究報告2002」
（URL 　http：〃 www ．【1agoya ・bunri．ac ．jpf〜hasegawa ／LABf ）
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や 開発 した プ ロ グラム の 公開も容易 に で き る．今後 は，

こ の よ うな デ ィ ジ タ ル コ ン テ ン ツ （資料や ソ フ トウ ェ

ア）の 系統 的保存や再利 用 が課題 とな る．

（2） 授業用 Web 教材の作成 と利用

　例 えば ， 「知識情報学」 （小橋担当） で は ， 通常 の 講

義 で は説明だ けに 終 わ りが ち な概念 に つ い て ， Web 上

に イ ン タ ラ ク テ ィ ブな実験環境 を用意 し て ， 学生 が 試

行錯誤 し な が ら体験的に 学習す る こ と を目指 し た．主

な制作教材は．「迷路探索」・「テ キ ス トの統計」・「ジ ャ

ン ケ ン ゲ ー
ム 」・「フ ァ ジ ィ制御」・「ゲ ー

ム 木探索」・

「パ ーセ プ トロ ン」・「遺伝 的アル ゴ リズ ム 」・「マ ル チ

エ
ージ ェ ン ト」な ど で あ る． こ れ ら を JavaApplet，

JavaScript，　 Flashな ど を使用 して 講義用 ホーム ペ ー

ジ上 に 設置 した ．図 3 に実際 に 作成 ・使 用 した Web

教材の例を 示す．

　 こ うした Web 教材 の 利用 は，学生 に 自ら考 え て 試

行錯誤 し な が ら学 ぶ 機会 を与 え る効果が期待で きる

が，教材 の 制作 に相応 の時間と技術知識 が 必要 とな る

こ とが難点で あ る．教材開発用 ラ イ ブ ラ リ の整備な ど

で 制作 の 負担 を軽減 す る事が望ま れ る．また，こ の講

義 で は ， 受講人 数 が 多 い た め 講義中の演習はせ ず，自

習用教材 と したが ， 大人数で こ う し た 教材 を利 用す る

手法 の検討 も必要 で あ る．

図 3　 Web 教材の例 く ロ ボ ッ トプ ロ グ ラ ミ ン グ〉

　　単純な命令だけで プ ロ グラ ム しロ ボ ッ トの行動を
　　画面上 で 確認す る

　（URL 　http；／／kaz．cyteen ．nagoya ．bunri ．ac ．jpfknowledge／）

  　学生に よるホ
ー

ム ペ ージ の 作成

　1999年大学開設以 来，情報文化学部 の す べ て の 学年

で授業 （「情報 メ デ ィ ア論」ま た は「情報 リ テ ラ シ
ー 2」）

の 中 で Web ペ ージ の 構 築 お よび公 開 の 方 法 を 解説

し ， 各学生 の ホ
ー

ム ペ ージ公開を サ ポート した 。学生

は コ ン テ ン ツ の 選択 とペ ージ の デ ザ イ ン や 構成 お よ び

ネ ッ トワ
ー

ク の 利用 を体験す る だ け で な く，在学中は

自由 に個人ペ ージ の 更新 が で き，他 の授業の中や 自主

的に 作成 し たマ ル チ メ デ ィ ア作品 を 公 開す る こ と が で

きる．学生 に よ る個人 ペ ージ の 公開 は，学生同士や 教

員 と学生 の 情報交換 を助 け る だ け で な く，学生 が学外

と の 接点を意識す る き っ か けを提供 で きる。

〔4） メール フ ォ
ーム ・

掲示板など

　授業用 の Web ペ ージを， 単な る教材 の 提示場所 だ

け で な く ， 講義 に 関 す る連絡 ・質問用掲示板な ど を備

え た 講義用 ポ ー
タル サ イ トと す る こ とが 望 まれ る．学

生側 か らの 反 応 を リア ル タ イム で 反映す る イ ン タラク

テ ィ ブ な授業 の た め に ， メール や掲示板 な どが活用 で

きる．以下 に 実例 を列挙す る．
・投稿練習用掲示板

　「情報 リ テ ラ シ
ー 2 」（小橋担当）で ネ ッ トマ ナ ー

に つ

い て 体験 を通 し て 学ぶ 場 と して 練習用掲示板を設け た

（URL 　 http：／／cyteen ．nagoya −bunri．ac ．jp／〜kobashi〆
literacy−info／）． こ れ を講義後 もそ の まま開放 し て お

い た と こ ろ ， 授業以外 の 学生生活 に 関す る質問な ど が

投稿さ れ 意外 な効果 が あ っ た．
・ゼ ミ用掲示 板

　ゼ ミ 生 運 用 の 研 究 室 の ペ ージ に も掲 示板 （URL
http：／／www ．cyteen ．nagoya −bunri．ac ．jp／）を設け，連

絡事項やネ ッ ト．Lの 記事 の紹介， 卒業研究の ア ドバ イ

ス な ど を行 っ て い る．
・電子 メ

ー
ル 入力 フ ォ

ーム

　特定 の テ ーマ に つ い て の 自由記述 や 選択解答な ど の

図 4　 メール 入力 フ ォ
ー

ム の 例

　　「顔文字」や 「へ た文字」の作品 を学籍番号 ・氏名

　　 と と も に メ ー
ル で 送信す る
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入力 フ ォ
ーム を用意 し，授業担当教員 に メール で 簡単

に 送信 で き る よ うに した．教員側 も統
一

フ ォ
ーム の メ

ール を受け取れ る利点 が あ る．図 4 に ， 「情報 メ デ ィ ア

論 」（長谷川聡担当）で 用 い た フ ォ
ー

ム の 例 を示す．

（5） 学生 と教員の共同作業を支援

・Wiki に よ る 卒業制作の 支援

　 Wiki は Ward 　Cunningham 原作 に よ る CGI プ ロ

グラ ム で ， 多数 の 改造版 が で て い る．Web 上 で ハ イパ

ー
テキス ト型 の ドキ ュ メ ン トの 共同制作 を支援 す る シ

ス テ ム で あ る．一
般 の 掲示板で は 不可能 な， 他者 の ド

キ ュ メ ン トの 訂 正 ・追加 ・削除な ど も可能 で あ る．ド

キ ュ メ ン トは リ ン ク ・画像の利用 が 可能で作成 に はタ

グ な ど の 特別 の 知識は不要 で あ る．

　 研究用サ
ーバ に Wiki を設置 し ，

2002年度 の 卒業研

究 で 学生 と と も に 学 内電子掲示板 を試作 した （URL

http：〃www ．cyteen．nagoya −bunri．ac ．jp／sotsukenf ）．

制作作業を し なが ら同時 に ドキ ュ メ ン ト上 で ア ドバ イ

ス が で き重宝 した ．

　 Wiki 以外で特別 な ツ
ー

ル を使 用 せ ずに手軽に イ ン

タ ラ ク テ ィ ブ な HP を構築可能 な もの と して Blogが

あ る．こ れ も CGI プ ロ グ ラ ム で ， 代表的な も の に

MovableType が あ り ， 非営利 な個人利用 に 限 D 自由

に利用可能で あ る． こ ちらは，ニ ュ
ース サ イ トの構築

を支援す る シ ス テ ム で ， 記事の 投稿 ・コ メ ン ト
・古 い

記事の アーカ イ ブ・トラ ッ ク バ ッ ク （他の Blog サ イ ト

との 記事 の 自動相互 リ ン ク） な どの 機能 が あ り， 2000

年頃か ら 日本で も普及 し は じ め た ．教員 が 講義 の ニ ュ

ース サイ トを運営す る な どの活用が見込 まれ る．

3．教育周辺活動支援 と して の 利用

　授業な ど に よ る教育 と学習の 直接的な支援以外 に，

教務 （時間割作成 ， 成績処理な ど 〉や 教員 の 教育活動

（出席管理 ， 成績管理，試験の 実施 ， 授業評価 な ど）

や各種 ガ イダ ン ス （履修相談 ， 資格取得支援 ， 就職支

援な ど）， 情報機器 の 利用法 の啓蒙と い っ た教育周辺活

動 の 支援 に も Web シ ス テ ム が 有効 な場面は多い ，

　名古屋文理大学 の 新 し い Web ペ ージ （図 1）で は，

情報文化学部お よ び健康生活学部 の カ リ キ ュ ラ ム や コ

ース 制の 説明 を公式 ペ ージ に提示 し て 学内外 に 公 開

し，受験生 向けの 広報お よび在学生 の履修の 便宜を図

っ た．こ れ らの 他 に ，授業 に 付随す る学生 の 出席管理

や学習進捗状況 の 把握 などの た め の Web ツ ール を独

自に 開発 運 用 し た例を以 下 の   〜   に 挙 げる．まず，

出席登録 シ ス テ ム と し て 異 な る 2 つ の シ ス テ ム を（IX2 ＞

に 挙 げる．

（1） 出席登録シ ス テ ム （その 1 ）

　これ は ， 学生 が 講義時間外 に 講義用 ペ ージを参照 す

る習慣を持 つ よ う に ， 単純な 仕掛 け と し て 出席管理 を

Web 上 で 行 う事 とした もの であ る．この シ ス テ ム （図

5参照） の 利用手順は 次 の と お りで ある．

  教員が講義中 に デ ジ カ メ で 教室の 写真を撮る．

  　教員 が 写真を Web ペ ージ に掲載す る．

  出席者は写真上 の 自分 の 位置 を ク リ ッ ク す る．

  　出席者は専用掲示板に番号 ・氏名 ・座標 を記入す

　 る．

　上記 の   か ら  の手順 は手作業 で 行 う為，出席の 登

録 は 実際 に は講義終了後 とな る．こ の シ ス テ ム で 縁授

業中 に 出席を取 る に は ノート PC な どハ ン デ ィ デ バ イ

ス を用 い て 出席登録 をす る よ うな 工 夫が必 要 で ある．

図 5　 「知識情報学」の 出席登録画面 （ク 1丿ッ ク した位

　　置の 座標 の 表示 と掲示板へ の 書 き込 み の 様子）

  　出席登録シ ス テ ム （その 2）

　パ ソ コ ン の 実習室 で 行 っ た授業で は ， 前述〔1）と は 異

な る 出席登録 シ ス テ ム （図 6参照）を用 い た ．こ れ は ，

お 知らせ ：

．11月12 日（水） 4時限 目データへ
一

ス演習は 休講の 予定

　です。

図 6　 「デ
ー

タベ
ー

ス 演習」の ペ ージと出席登録画 面

　 （URL 　http：〃cyteen ．nagoya ．bunri．ac ．jp／〜kobashi／

　 lec／DataBase／20e3f）

一 68 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

Web べ
一

ス 教育 シ ス テ ム に つ い て
一

名 古屋文 理大学 に お け る学習 ・教 育 支 援の 実践 と提 案一

授業 に 出席 した 学生 が着席 した PC 番号 ・学籍番号 ・氏

名を授業中に Web 上 か ら入力す る もの で あ る．こ れ

に より，教員 が出席を取 る必要が な く な る だ け で な く，

学生 は い つ で も自分 の 出席状況を確認す る こ とが で き

るよう に な る．また，学生 が 出席を 登録す る と，登録

時刻 が 記録 さ れ る の で 遅刻 を厳密 に 管理 す る こ と も可

能 で あ る．

（3） ホーム ペ ージ製作 ・更新状況 の管理

　「情報 リ テ ラ シ
ー2 」 の 講義 で ホーム ペ ージ の 製作 ・

登録を解説 し学生 の課題 と し，作成後 に 各 自で 更新し

て行 くよ うに 伝え て い る．そ こ で学生 の ホー
ム ペ ージ

の 更新状況 をチ ェ ッ ク す る ア ン テ ナサイ トを作成 し学

生動向を把握す る よ うに して い る （図 7参照）．

ホーム ベ ージ用 の indexhtmlフ 7

イル を更新 した時刻順リス ト

チェ ック時刻 ：2003flOf29
18、O：24 （

一
日2回 朝夕6時に更

新）

　　更新時刻　　 学籍番号

2003〆10／29　11：18：4　1103103

2003／10／22　t1・57：21　1103065

2003 ／10／22　11：1フ：51　1103〔｝62

2003flO／22　11846 　1103067

2003／10〆15　12：14：501tO3061

　　図 7　学生 の 個人ホ
ー

ム ペ ージ の 更新状況

（URL 　http：〃sunLnaguya ・bunri．ac ．jp／−−il・kkflessonl ．htm1）

（4） コ
ー

ス 制 に 関す る ア ン ケー ト

　情 報文化学科の 3 コ ー
ス （情報科学 コ ース ・情報メ

デ ィ ア コ ー
ス

。
文化 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン コ
ー

ス ） に つ

い て ， ユ年次前期の学生 を対象 に Web 、．ヒか ら オ ン ラ

イ ン ア ン ケ ートを実施 した． こ れ は学生の 履修希望 を

把握 し コ ース の 妥当性 の 検証や カ リキ ュ ラ ム編成 に 生

か す た め の もの で あ る．

　Web ペ ージ上 の ラ ジ オ ボ タ ン に よ る選択回答形式

の ア ン ケ ー
トをオ ン ラ イ ン で 実施 した た め ， 回答者が

指定外 の 選択肢 を書き加 え た り指定数以 上 に 選択 した

りす る こ とが 無 く明確な返答が 得 られ，集計作業 も容

易 で あ っ た．た だ し， 1 年次開講 の 「フ レ ッ シ ュ マ ン

セ ミナ ー
」 の 担当教員 を通 して学生 に 依頼 した と こ ろ

紙面上 で の ア ン ケ ート実施を 選 ぶ ケ
ー

ス も多 か っ た ．

今後 は ， 学生 に 直接 メ ール で オ ン ラ イ ン で の 回答を依

頼す べ きで あ る．

  　情報機器の 利用 に関す る情報提供

　学生 お よび教員は学園内の 様 々 な情報関連設備 を利

用 す る こ とが で き る．し か し ， 適切な 設備 の 存在や利

用方法を知 らな い た め に，有効利用 で きない 場合が あ

る．情報機 器 の 利用促進 の た め に は啓蒙が必要 で あ る

が ， 「情報 リテ ラ シー」な どの 授業 で学生 に 教え る だ け

で は 不十分 な場合 が 少 な く な い ．そ こ で ，情報機器 を

管理す る図書情報セ ン ター
で は，特定 の授業に よ ら な

い 学 内情報機器 の 利 用 法 を ま とめ Web 上 に 公開 し た

（URL 　http；／／www ，nagoya −bunri．ac ．jp／〜webmstr ／）．

　 この ペ ー
ジ は ， 順次追加 ・更新し て ゆ くが

， 現在の

と こ ろ ， 以下 の 内容 が 柱 とな っ て い る．
・

コ ン ピ ュ
ー

タ利用 の 手引 き

・ネ ッ ト ワ
ーク の 設定 （IP ア ドレ ス の設定な ど）

・E−mail に 関す る 設定 （メー
ル 転送 の 設定な ど〉

・ダ イ ナ ミ ッ ク な ホーム ペ ージ の作 り方
・実習室利 用上 の 注意
・レ ポー トフ ォ ル ダの 利用法 と フ ァ イ ル 管理

上記項 目の そ れ ぞ れ に ， 概要 （仕組 み や注意点） と具

体的な設定手順 を記 した．

4 ．今後の展望

　前項 まで に紹介し た Web シ ス テム の 教育利用は ，

今後 ， 教育活動 で利用 しなが ら精錬し，また，さ ら に

新た な ア イ デ ア の シ ス テ ム を試 し て ゆ くこ とに な る．

現在 ， 企画中または構想中の シ ス テ ム を，以 下 に 項 目

別 に 列挙す る．

（1） 学習
・教育環境 の 整備

　 ・メ
ー

ル 転送設定が 容易に 行え る 入力 フ ォ
ーム

　
・ノ ー ト PC 用学内無線 LAN な どの 設定案内

　 ・シ ラバ ス の 公 開とオ ン ラ イ ン 履修登録

　 ・個別時間割作成 シ ス テ ム

　 ・履修 ・取得単位確認シ ス テ ム

　
・目的別掲示 板 の 公式運営

（2） Web べ 一ス 教材

　
・ビ デオ映像な ど マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ の 活 用

　 ・リア ル タ イ ム情報交換グル
ー

プウ ェ ア

　
・情報以外 の 分野 （例 え ば栄養学 ） の シ ス テ ム 開発

  受験 生向け Web ペ ージ の 充実

　
・
入試願書オ ン ラ イ ン 受付 ・オ ン ラ イ ン 模試

　 ・オ ン ラ イ ン 入学相談

（4） Web の 活用 と利用促進

　 ・メ ール マ ガ ジ ン の 発行

　 ・学生 の作品公開の促進 （オ ン ラ イ ン コ ン テ ス ト ，
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　　 バ ーチ ャ ル 展示室 など）

  　モ バ イ ル 端末の 活用

　 ・携帯電話向け学習支援 シ ス テ ム

　 ・ノ
ー

ト PC な ど で の 学外利用

  　ベ ン チ ャ
ー起業支援

　 ・バ ー
チ ャ ル モ

ー
ル な どの学内模擬運営

　
』・

企業経営 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン シ ス テ ム

（7｝ 学生生活支援

　 ・証明書発行 Web シ ス テ ム

　 ・施設利用 申し込 み フ ォ
ーム

（8｝ 卒業 生 との交流促進

　 ・卒業生 メール ア ドレ ス 登録 シ ス テ ム

　 ・卒業生個人 ホーム ペ ージ リ ン ク シ ス テ ム

　 ・卒業生用掲示板

（9） 防災支援

　 ・学生安否情報掲 示 板

　 ・
災害時オ ン ラ イ ン 避難 マ ニ ュ ア ル

　以上 の 他 に も Web べ 一
ス の シ ス テ ム に 関 し て 多 く

の ア イ デア が出さ れ て い る．また，本学 で は ， 本稿で

紹 介 し た シ ス テ ム の 他 に 筆者 ら以外 の 手 に よ っ て

WBI シ ス テ ム を は じめ と す る 様 々 な Web の 利用 が ，

す で に 行 われ て い る．

　今後は ， さ ら に ，
Web 教材開発利用体制 の 整備 ， 学

外 コ ン テ ン ツ の 活用，他大学 との情報交換，携帯電話

やデ ジ タ ル TV の よ うな コ ン ピ ュ
ータ 以 外の デ ジ タ

ル 端末 の利 用，図書館 シ ス テ ム と の 連携 ， 事務 シ ス テ

ム と教務シ ス テ ム の トータ ル 化，学生 サ ービ ス 向上 の

た めの 情報 の 戦略的利 用 ， な ど が課題 と な る．

5．おわ りに

　従来は CAI や e −Learning と位置付け ら れ て きた教

育 シ ス テ ム と，事務 シ ス テ ム と して 位置付け られ て き

た教務 シ ス テ ム
， さらに は学生生活支援に あた る シ ス

テ ム が
，
Web べ 一

ス で どれ も同じような形態で利用 で

き る よ うに な っ て きた．大学教育に お い て ， Web は教

育支援シ ス テ ム の 枠 を越 え ， 大学 の 研究 ・教育 ・地域

貢献な ど す べ て の 活動 に 関係す る支援 シ ス テ ム と し

て，「バ ー
チ ャ ル キ ャ ン パ ス 」を形成 す る よ うに な る と

考 え られ る．ま た ， イ ン タ
ーネ ッ トの端末 は ， 携帯電

話 やデ ジ タル TV な ど に 拡大 しつ つ あ り， 現在の Web

シ ス テ ム も利用形 態を広げ ， ます ま す そ の 果 た しう る

役割 を大 き くして い く と考えられる．

　筆者らは ， 今後も Web を は じ め とす る情報 シ ス テ

ム の教育利用 に っ い て ， 試作 と実践 を通 して有効な利

用法 を模索 し，提案 して ゆ き た い と考 え る．

注

注 1 ）2003年名古屋文理大学 お よ び短期大学 Web ペ

　ージ リニ ュ
ーア ル は，本稿筆者らの み に よるもの で

　は な く ， 本学図書情報委 員会 の 奥村純市先生 は じめ

　長谷川昇 ・伴野泰弘
・鷲野嘉映 ・大崎正幸 ら 関係各

　氏 の ご尽力に よ る も の で あ る．こ こ に 謝 意 を 表 し ま

　 す．
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